
（別記様式） 

令和６年度　京都府立西舞鶴高等学校 通信制　学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階 ） 

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

  【「校訓」を踏まえた、総合的な人間力の育成】 
１  社会生活の基盤となる力を身につける。 １  個に応じた学習指導や面接指導、放送視聴制 　　「究理（真理を求め勉学に努める）」「尚志（高い理
 度や教科スクーリングの充実により、単位修得率 想を抱きその実現に努める）」「敬人（人を敬愛し誠実
 が向上した。次年度も単位修得に向けた考査前学 に生きる）」の精神を踏まえつつ、｢努力｣と｢友情｣を
 習会、学習支援に係る取組をさらに充実させたい。 基軸に社会人基礎力の育成を図る。 

   
  １【究理】学習指導の充実 
２  望ましい勤労観・職業観を育成し、社 ２　個別指導や進路説明会等を通じ、きめ細やか 　  面接指導や個別指導等を充実させるとともに、自学

会的自立を図る。 な進路指導を実施し、希望進路の実現を図ること 　自習に取り組む姿勢を育む。 
 ができた。次年度も、生徒のニーズに応じた進路  
 指導をさらに充実させたい。 ２【尚志】進路指導の充実 
  　　個に応じた進路指導を行うことにより、希望進路実
３　生涯学習の場（学び直しの場）として ３　生徒の主体性を育む学校行事、ソーシャルス 　現のための指導を充実させる。 

の機能を充実させる。 キルトレーニングを通じ、コミュニケーション能  
力の育成を図ることができた。今後も、多様化す ３【敬人】コミュニケーション能力の向上 
る生徒の特性に応じ、個に応じた指導をさらに充    コミュニケーションスキルの向上を図るとともに、
実させたい。 各種教育活動を通して、多様な他者を敬う心を育む。

評価領域 重点目標 具　体　的　方　策 評価 成果と課題

 　多様化する生徒の特性に応じ 　家庭及び関係機関との連携を深めることで、生徒の特性
  た学校運営の充実を図る。 を理解し、安心・安全に学校生活を送れるよう配慮する。

 
 　教職員向け通信を継続的に発刊し、学校運営活性化に向
 けた目的意識の共有を図る。 教職員向け通信を継続的に
 
 　生徒に係る各種情報の共有を 　個別最適化され、各生徒の資質・能力に合致した学習指
 図り、速やかな対応を図るとと 導のあり方を探るとともに、教科スクーリングやスタディ
 もに、各生徒に対する効果的な サプリの効果的な活用を推進する。するとともに、教科ス
組織・運営 支援のあり方を模索する。図り、
 速やかな対応がはかれるな 　連絡会等を通じて生徒に関わる情報を共有し、効果的な
 指導（コミュニケーション能力の育成、進路実現に向けた
 指導）につなげる。の情報共有を図り、効果的で迅速な対
 
 　地域社会における通信制への 　学校公式ＨＰや学校紹介動画を通じ、地域社会に向けた
 理解・認識を深めるため、広報 情報発信を積極的に行う。メディアへの広報活動も展開す

活動を充実させる。 地域社会に る。信制の理解・認識を深めるた
向けた通信制の理解・認識を深
めるため、広報活動等を充実さ 　部活動や地域連携等、生徒の活躍の場を広く求め、生徒
せる。 の自己有用感を高める。また、生徒の活動を通信制への理

解につなげる。るとともに、通信制のイメージアップを



 　観点別評価を生かした評価方 　観点別評価の適切な運用方法について教員間で研修す        
 法を確立し、生徒の学力、思考 る。観点別評価状況を把握した上で、観点別評価を適切に  
 力、学習意欲を伸ばす工夫をす 行ない、指生レポーかしていく。  

   るとともに適切な評価を行う。
   　レポートや面接指導における指導や評価の内容について  
 教員間で研修する。レポートや放送視聴（高校講座）やス  
 タディサプリを活用し、学力の向上を図る。  
   教　務 　 

　課題を有する生徒の状況を教 　個々の生徒の学習上、生活上の課題について、情報共有   
員間で共有し、効果的な指導や する。　面接指導やレポートに関する教員の研修を進める。
評価のあり方について検討する。
課題課題を　面接指導の進め方 　関係分掌と連携しながら、課題を有する生徒への指導や

評価の方法を具体的に検討する。近通研や全通研等での研

Teams など ICT を活用し、円滑 生徒がTeamsを活用するよう促すとともに、学校からの連
に学習活動を進めていく。　　T 絡や授業等においても有効に活用する。　Teams　生徒

 　校内規律を維持する。校内規 　特に年度当初（４・５月）のスクーリングが落ち着いて
 律を維持する。 スタートできるようにする。 
 　安全・安心な学校を維持するために各学期の初めにルー
 ルの確認と現状について積極的に説明・発信を行う。　特
 

 　生徒の人権を大切にした生徒 　スクーリング日などの生徒の様子や本人、家族、関係者
 指導を行う。　生徒の人権を大 との話の中から、生徒理解を深める。
 切にした生徒指導を行う。

 　必要に応じて支援に係わる関係各機関との連携を深め
 る。
 

生徒指導 　自主活動や学校行事を活性化 　学校行事や特別活動への積極的な参加を促す。また参加
 する。　自主活動や学校行事を しやすい環境と参加してみたくなるような工夫をする。
 活性化する。
 　生徒会役員が色々な意見を出し合える雰囲気と環境を整
 える。自主性と協調性を育てながら、昨年度よりも前進し
 たものを作り上げていくように指導していく。
 

　交通災害を防止する。　交通 　自動車・バイク通学許可証の発行・登録をスムーズに行
災害を防止する。 えるよう工夫する。また交通安全に対する意識の向上を目

指す。

　スクーリング日の登校時に校門での見守り（挨拶・声か
け）を行う。

 　自分の進路を考えることがで   進学希望の生徒に対しては、進学に関する情報を適切に
 きるように指導し、希望する進 提示し、支援する。
 路を実現できるように取り組め
 るように支援する。   就職希望の生徒に対しては、働くことの意味をしっかり
 と考えることができるように指導する。



進路指導 
  進路未確定や、早期離職とな 　担任と連携し、生徒・保護者等の希望等を理解して、指
らないように、適切に指導・支 導・支援を行う。また、生徒のもつ課題等も理解し、生
援を行う。 徒自身にも理解させ、改善のための支援を行う。

　進路に関する情報を教員間で 　最新の進路情報を収集して、教員間で共有して生徒の指
共有する。 導に活用する。

 　通信制生徒ならではの健康課 　健康診断や生活習慣アンケートを通し、生活実態を把握
 題や生活実態を把握し、指導や させ、より良い生活習慣を身につけさせる。
 支援に務める。

 　配慮を要する生徒を把握して教職員全体で共有し、より
 よい支援へつなげる。教職員間で具体的な事例をもとに対
 応のあり方を検討し、必要に応じて、関係機関等との連携
 を図る。
 
 　生徒が自分自身の健康を見つ 　健康診断および事後指導等の充実を図り、健康的な生活
保健・安全 め直し、健康に生きるための知 習慣を意識して実践していく力をつけさせる。

識や実践力を育む。
　薬物乱用防止教室や救命講習等の保健学習を実施し、健
康で安全な生活習慣を意識させる。

　スクールカウンセラーやスク 　メンタルヘルスに関する学習を実施し、カウンセリング
ールソーシャルワーカーを適切 を周知・啓発するとともにスクールカウンセラーやスクー
に活用し、心の問題の早期発見 ルソーシャルワーカーと連携・協働していく。
・早期対応に務める。

　コミュニケーション講座の中で話すことに慣れる機会を
持ち、苦手としている人との付き合い方をび、社会で生き
ていく力を身につけさせる。　

 　  生徒及び教職員が安全・安心 　通信教育の特性に応じた教育活動を進められるよう、効
  な生活が送れるように教育環境 果的な予算執行に努める。

 整備に努める。 　施設・設備等の適切な維持管理に努める。更に教職員と
 も情報共有し、危険箇所の早期発見及び早期対処、修繕計
事務部 画の立案を行う。

　信頼される学校づくり 　生徒、保護者等、来客者及び地域住民に対する窓口対応、
電話対応等明るく丁寧な対応を行う。

　生徒の修・就学支援の実現 　保護者等や生徒に対する充分な制度の案内周知と丁寧な
対応を行い、就学支援金・教科書補助事業・その他各種奨
学金等の援護制度を円滑に実施する。

　適切な会計事務の執行 　会計研修に積極的に参加し、会計事務全般に関する知識
 を深め、適切な事務処理に努める。

　職員相互のチェック体制を強化する。
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